
行
財
政
改
革
で
は
18
年

度
11
億
９
千
万
円
の
削
減
目
標

を
掲
げ
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
年

間
10
億
円
程
度
の
財
源
確
保
。
こ

れ
ら
２
つ
の
位
置
づ
け
は
。

区
別
す
る
こ
と
は
困
難
。

ど
ち
ら
が
優
先
か
。

ぴ
た
っ
と
一
致
す
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。
60
点
以
上

な
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

東
伏
見
〜
ひ
ば
り
ヶ
丘
を
結
ぶ

は
な
バ
ス
ル
ー
ト
を

両
駅
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
見
直
し
を
検
討

中
。
ご
提
案
と
し
て
受
け
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

少
人
数
学
級
に
つ
い
て

こ
の
間
教
育
委
員
会
で

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
検
討
さ

れ
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
協
議

を
さ
れ
て
き
た
の
か
。

㈱
ア
ス
タ
西
東
京
社
長

の
天
下
り
解
消
に
向
け
た
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

天
下
り
で
は
な
い
。

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

市
長
の
後
援
者
が
働
き
か
け
を

す
れ
ば
、
不
透
明
な
関
係
だ
。

見
切
り
発
車
す
べ
き
で
は
な
い
。

天
下
り
は
大
き
な
問
題
だ
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
で
経
済
が
縮
小
し
、
市

の
財
政
規
模
も
縮
小
す
る
。
ど

的
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
整
備
を
具
体
化
す
る
た
め
、

企
画
部
、
都
市
整
備
部
等
関
係

部
署
と
連
携
し
て
対
応
を
図
る
。

保
中
体
育
館
と
空
調
に
つ
い
て

建
て
か
え
の
進
捗
と
、

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

計
画
に
つ
い
て
問
う
。

隣
接
す
る
校
舎
へ
の
空

調
機
の
設
置
に
関
し
て
関
係
部

署
と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

学
校
・
地
域
で
安
全
対
応
策
を

今
の
乱
れ
狂
っ
た
社
会
、

大
人
の
責
任
で
、
行
政
・
学
校
・

地
域
・
家
庭
も
取
り
組
み
を
。

真
剣
に
検
討
を
重
ね
て

い
る
。
青
色
回
転
灯
車
の
巡
回
、

学
校
周
辺
の
巡
回
、
通
学
路
の

点
検
・
見
直
し
、
集
団
下
校
等
、

工
夫
を
講
じ
て
い
く
。

画
で
あ
る
が
、
踏
切
存
続
の
交

渉
は
進
展
し
て
い
る
の
か
。

都
と
西
武
鉄
道
の
協
議

で
踏
切
除
去
す
る
方
向
。
歩
行

者
・
自
転
車
が
通
行
で
き
る
地

下
や
歩
道
橋
形
式
に
よ
る
構
造

の
検
討
を
し
て
い
る
。

「
は
な
バ
ス
」
の
ル
ー
ト
拡
充

①
保
谷
駅
北
口→

下
保

谷→

栄
町→

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南

口
ま
で
の
ル
ー
ト
を
増
設
せ
よ
。

②
保
谷
駅→

保
谷
庁
舎→

東
伏

見
駅→

か
え
で
通
り→

保
谷
駅

の
ル
ー
ト
を
相
互
循
環
せ
よ
。

ご
提
案
と
し
て
受
け
と

め
る
。

西 東 京 市 議 会 だ よ り（3）第23号

市
民
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検

査
は
有
料
に
？

大
綱
ど
お
り
18
年
度
か

ら
有
料
に
す
る
の
か
。

18
年
度
予
算
編
成
の
中

で
努
力
し
て
い
く
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
４

年
間
無
料
、
大
綱
で
は
有
料
化

と
、
同
じ
市
長
で
あ
っ
て
表
と

裏
の
真
反
対
の
課
題
で
あ
る
。

ど
ち
ら
に
向
け
て
努
力
す
る
の

か
。

市
民
や
議
会
の
関
心
が

あ
る
の
で
健
康
長
寿
を
実
現
す

る
た
め
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。

大
綱
に
反
し
て
有
料
化

し
な
い
と
理
解
す
る
。

事
業
仕
分
け
で
ス
リ
ム
化
を

行
革
で
市
民
負
担
88
億

円
と
し
て
い
る
が
、
行
政
の
む

だ
を
廃
す
る
事
業
仕
分
け
作
業

が
急
務
で
は
な
い
か
。

事
務
事
業
す
べ
て
を
検

証
す
る
。
で
き
る
限
り
18
年
度

予
算
に
反
映
し
て
い
く
。

コ＊　
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
を
！

Ｉ
Ｔ
を
使
え
な
い
市
民

も
電
話
で
土
日
・
夜
間
で
も
利

用
で
き
る
行
政
総
合
案
内
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
情
報

格
差
を
解
消
す
る
考
え
は
。

札
幌
市
、
横
須
賀
市
で

は
実
施
を
し
て
効
果
を
上
げ
て

い
る
ら
し
い
。
費
用
対
効
果
等
、

今
後
十
分
検
討
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
充
実

警
察
Ｏ
Ｂ
・
警
察
官
に

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
養
成
を
お

願
い
し
て
は
ど
う
か
。

保
護
者
・
地
域
の
協
力

を
得
る
た
め
に
養
成
は
必
要
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

市
民
の
情
報
格
差
を
解
消
せ
よ
！

岩
越
　
笙
子
（
公
明
）

新
町
福
祉
会
館
の
夜
間

使
用
を
提
言
し
ま
す
。

世
話
人
の
方
等
か
ら
午

後
5
時
閉
館
と
す
る
確
認
書
の

遵
守
の
申
し
入
れ
も
あ
り
、
今

後
も
話
し
合
い
に
努
め
ま
す
。

市
民
債
の
活
用
で
市
事

業
の
拡
大
を
提
言
し
ま
す
。

着
眼
点
は

よ
い
が
課
題
も
あ
り
、

調
査
検
討
し
ま
す
。

中
央
図
書

館
の
休
館
日
を
な

く
す
よ
う
提
言
し

ま
す
。

休
館
日
を

全
廃
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

文
字
・
活

字
文
化
振
興
法
に

つ
い
て
①
文
字
・

活
字
文
化
の
日
の

活
動
②
大
学
の
図

書
館
の
開
放
③
司

福
祉
施
策
の
充
実
、
市
民
債
の
導
入
、

中
央
図
書
館
休
館
日
改
善
！新

井
　
五
郎
（
公
明
）

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

北
口
地
区
基
本
構
想
の
実
現
を

市
民
に
提
示
し
た
「
基

本
構
想
」
を
実
効
あ
る
計
画
に

す
る
た
め
に
は
、
都
市
計
画
道

路
沿
道
と
周
辺
地
域
の
整
備
を

促
進
す
る
財
源
投
資
を
図
れ
。

道
路
沿
道
の
ま
ち
づ
く

り
を
誘
導
し
、
構
想
の
実
現
に

向
け
て
積
極
的
に
推
進
す
る
。

南
口
の
高
層
に
よ
る
再
開
発
！

旧
都
営
住
宅
跡
地
が
不

動
産
業
者
に
売
却
さ
れ
た
。
市

と
協
議
中
の
駅
南
口
地
区
計
画

の
概
要
と
進
捗
状
況
を
問
う
。

事
業
者
提
案
型
の
地
区

計
画
で
、
市
と
の
共
同
事
業
化

に
向
け
協
議
中
。
公
共
施
設
等

の
設
置
内
容
は
検
討
す
る
。

池
袋
線
踏
切
閉
鎖
に
つ
い
て

調
布
保
谷
線
（
36
ｍ
道

路
）
と
西
武
池
袋
線
と
立
体
交

差
す
る
都
道
（
保
谷
厚
生
病
院

脇
）
の
踏
切
が
閉
鎖
さ
れ
る
計

栄
町
経
由
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
行
き
と

か
え
で
通
り
に
「
は
な
バ
ス
」
を

佐
々
木
　
順
一
（
公
明
）

ん
な
認
識
で
行
政
運
営
に
当
た

っ
て
い
る
の
か
。
ま
だ
整
備
が

必
要
な
社
会
資
本
と
は
何
か
。

３
〜
５
年
で
は
市
の
人

口
減
少
や
経
済
の
縮
小
は
な
い
。

都
市
計
画
道
路
の
整
備
率
30
％

以
下
、
市
民
生
活
に
必
要
な
道

路
整
備
、
電
線
電
話
線
の
地
中

化
、
公
園
、
緑
地
な
ど
重
要
な

課
題
だ
。
持
続
可
能
な
都
市
再

生
の
視
点
か
ら
や
る
。

国
が
最
小
限
の
生
活
保

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
臨
む

今
後
の
行
政
運
営
の
方
針
を
示
せ

森
　
輝
雄
（
無
所
属
）

政
権
公
約
の
達
成
度
に
つ
い
て

政
権
公
約
の
達
成
度
は
。

現
時
点
に
お
い
て
は
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
42
項
目
中
５

項
目
程
度
（
約
11
％
）
は
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え

る
。
60
点
以
上
、
で
き
る
だ
け

100
点
を
目
指
し
、
公
約
の
実
現

に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
つ
い
て

①
井
口
資
仁
選
手
に
市

民
栄
誉
賞
贈
呈
等
の
考
え
は
。

②
硬
式
・
軟
式
野
球
を
問
わ
ず
、

青
少
年
か
ら
社
会
人
ま
で
切
望

し
て
い
る
球
場
の
整
備
を
。

①
現
在
市
民
栄
誉
賞
の

準
備
中
。
②
ひ
ば
り
が
丘
運
動

場
は
、
都
市
再
生
機
構
と
の
基

本
協
定
に
よ
り
施
設
整
備
は
機

構
が
、
管
理
運
営
は
市
が
一
体

子
供
達
の
安
全
確
保
・
最
優
先
に

井
口
選
手
市
民
栄
誉
賞
・
球
児
に
夢

大
塚
　
光
男
（
自
民
）

質
問

答
弁

市
長

質
問

質
問

市
長

質
問

教
育
長

質
問

極
的
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

将
来
の
住
民
が
必
要
と
の
認
知

が
得
ら
れ
れ
ば
、
健
全
財
政
の

バ
ラ
ン
ス
を
十
分
考
慮
し
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

７
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
車
座
集
会
の
開
催
を
受
け
、

来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

予
算
を
伴
う
内
容
、
政

策
的
な
提
言
等
、
担
当
部
署
と

十
分
検
討
し
、
今
後
予
算
編
成

な
ど
多
様
な
場
面
に
お
い
て
方

向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

ア
ニ
メ
産
業
の
育
成
と

連
携
に
つ
い
て
、
市
が
先
頭
に

立
っ
て
、
積
極
的
に
町
お
こ
し
、

地
域
産
業
振
興
を
行
う
姿
勢
を

示
せ
。

企
業
が
地
域
に
寄
せ
て

い
る
思
い
の
実
態
調
査
・
意
向

調
査
を
し
、
地
域
で
守
り
立
て

て
い
く
過
程
で
考
慮
し
て
い
き

た
い
。

緑
被
率
が
29
％
と
多
摩

26
市
中
25
番
目
と
低
い
が
、

年
々
さ
ら
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

な
ぜ
、
農
地
や
大
規
模
工
場
跡

地
、
住
宅
団
地
、
公
園
な
ど
、

合
併
特
例
債
の
活
用
で
自
助
努

力
に
よ
る
買
い
取
り
整
備
を
し
、

緑
被
率
向
上
に
努
め
な
い
の
か
。

主
要
な
財
源
を
市
債
に

依
存
す
る
事
業
は
、
緊
急
性
・

必
要
性
を
再
検
証
し
、
後
年
度

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
慎
重
に

対
応
し
た
い
。

な
お
、
土
地
の
寄
附
や
貸
与

に
よ
る
利
用
に
つ
い
て
は
、
積

行
財
政
改
革
の
位
置
づ
け
と

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
関
係
は

稲
垣
　
裕
二
（
自
民
）

当
面
は
少
人
数
指

導
、
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
な
ど
き
め
細
か
な
指
導
を
し

て
い
き
た
い
。
教
育
長
会
で
も
、

引
き
続
き
少
人
数
学
級
実
現
に

向
け
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

ア
ニ
メ
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

市
長
は
本
市
に
お
い
て

ア
ニ
メ
産
業
の
育
成
を
目
指
す

の
か
、
そ
れ
と
も
ア
ニ
メ
を
起
爆

剤
と
し
た
市
内
の
商
工
・
農
業

の
振
興
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
映
画
祭
に
ア
ニ
メ

の
ジ
ャ
ン
ル
が
な
い
が
、
あ
っ

た
ら
い
い
な
。
皆
さ
ん
の
お
知

恵
を
お
か
り
し
た
い
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
緑
地
・
空
間

合
併
特
例
債
の
活
用
で
残
せ
!!平

井
　
勝
（
自
民
）

西武池袋線保谷第5号踏切（保谷厚生病院南側）

ホワイトソックスの井口資仁選手

書
、
専
任
の
専
門
職
員
の
配
置

④
教
職
員
の
資
質
向
上
等
市
の

取
り
組
み
は
？

①
お
話
会
・
朗
読
会
・

成
人
向
け
講
演
会
等
②
武
蔵
野

大
学
の
市
民
利
用
③
職
員
の
研

修
④
教
職
員
の
研
修
等
多
岐
に

わ
た
り
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

西
原
総
合
教
育
施
設
は

６
課
に
わ
た
る
複
合
施
設
で
、

利
用
者
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

①
利
用
者
間
の
定
期
連
絡
協
議

会
の
開
催
を
②
施
設
を
超
え
た

合
同
避
難
訓
練
の
実
施
を
③
防

犯
対
策
の
充
実
を
④
生
涯
学
習

の
充
実
の
た
め
公
共
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

利
用
者
の
懇
談
会
は
個

別
に
、
避
難
訓
練
も
施
設
別
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
防
犯
対
策

は
今
後
改
め
て
検
証
し
ま
す
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
関
係
部
署
と
協
議
し
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

障
を
放
棄
す
る
中
、
底
支
え
し

な
い
と
市
民
生
活
は
成
り
立
た

な
い
。「
あ
っ
た
ら
い
い
ね
」
と

い
う
施
策
の
た
め
に
、
本
当
に

必
要
な
も
の
を
削
る
の
は
行
政

の
方
向
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。

最
低
限
の
生
活
は
保
障

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
、
世
界
で
一
番
貧
し
い
国
で

は
な
い
。
基
盤
整
備
は
必
要
だ
。

中
長
期
的
な
見
通
し
の

中
で
、
今
ど
う
す
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
基
盤
整
備
で
道
路

を
つ
く
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
環

境
整
備
の
費
用
が
か
か
る
。
そ

の
点
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問
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「東大農場のポプラ並木と放牧の牛」原健志さん（下保谷在住）の応募作


